
～2019 年度 職場体験 受入れ事業所のみなさまへ～ 

（１）はじめに 

職場体験の生徒受入をありがとうございます。南箕輪中２年生の職場体験は、 

キャリア教育の一環として行っております。生徒の視野を広げ、将来に向けどんな力を   

日々伸ばして             ほしいかを語りかけていただければ幸いです。 

一人一人の社会的・職業的自立に向け、 

必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促すもの 

※キャリア発達：社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程 

 【 タテにヨコに つながるキャリア教育 】 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

                                     

                                 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《お問い合わせ》 

南箕輪村村教育委員会 キャリア教育推進コーディネーター 百瀬 亜紀 

TEL  ：0265-76-7007 

FAX  ：0265-76-5568  

住 所：南箕輪村 4840-1 

MAIL ：gakkou-c@vill.minamiminowa.lg.jp 

《緊急時》 

南箕輪中学校 職場体験学習担当 2019 年度 2 学年 

TEL ：0265-72-3309  FAX ：0265-76-9522 

住 所：南箕輪村 3125-1 

 

自己実現・自分らしさ 
に向かって… タテ 

○発達段階に合わせた支援 

ヨコ 

○家庭・学校・地域 

 の連携 

○子どもを真ん中に

した地域づくり 

出会いと体験を通して、 

 「どう生きたいか」 
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（２）職場体験のねらい 
①生徒たちが初めて「社会」にふれる機会に 

普段は主に家庭や学校の中で生活している生徒が、事業所様にお世話になる職場体験を通して、初

めて社会に出る体験をします。生徒が将来社会に出たときにどんな力が必要か学ばせてください。 

②働く人々の姿から「喜び」や「やりがい」を学ぶ機会に 
「なぜ働くのか」「どんな役割、思いなのか」を担当者の方の言葉で生徒に語りかけていただく中で、

生徒たちが視野を広げ、前向きに将来を考える機会にしたいと思います。 

③社会のルールやマナー（あいさつや礼儀など）の意義を学ぶ機会に 
社会に出て自分の役割を果たすために、どんな力が必要なのか、あいさつや礼儀、時間を守ること

がなぜ大切なのかを実践的に学ばせてください。 

 

（３）体験内容について 

①できるだけ取っていただきたい時間 

・オリエンテーションの時間  

体験に入る前に、事業所や担当者の方について、「役割」や「思い」をお話ししていただき、そ 

の後の体験の意味づけをしていただければと思います。 

 

 

 

 

 

・まとめの時間 

 体験をふりかえり、生徒の様子から「良かった姿」や「今後伸ばしてほしい力」について、 

 伝えていただけますとありがたいです。また、生徒自身に、今回の体験の感想や学んだことな 

どについて話をさせて「伝える」練習の機会をいただければありがたいです。 

 

 

 

 

 

②事後アンケートのお願い 

  体験後、事後アンケートのご記入をお願いします。当日、生徒が用紙を持参します。 

③体験プログラムについて 

  他の事業所がどのような体験プログラムを行っているのかアンケートをもとにまとめました。 

別紙をご覧ください。 

 

（４）その他 

事業所の方の声、村のキャリア教育についてなど、村公式 HP に掲載しました。 

南箕輪村公式 HP キャリア教育ページ 

「職場体験を受け入れてくださる事業所の皆さん・地域の皆さんへ」 

よろしかったらご覧ください。 

また、何かございましたら百瀬までご連絡ください。 

事業所について 

 ○どんな社会的役割か 

○どんな思いで経営しているか 

 ○どんな職種、仕事内容がある

か 

 担当者について 

 ○自身の会社での役割 

 ○仕事をする上で必要な能力 

 ○どんな思いで働いているか 

 

生徒から 

○自己紹介 

○この業種を選んだ理由 

○学びたいこと 

 

 

生徒について 

 ○良かった点 

○今後力を伸ばしてほしい点 

 ○今後大切にしてほしいこと 

事業所・担当者として  

○周りの人に 

（事後学習等で） 

発信してほしいこと 

生徒から 

○体験を終えた感想 

○学んだこと 

○質問 

 

 

 

生徒は「ふるさとの光を発信しよう！～職場体験編～」

というタイトルのもと、学習をすすめています。 


